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[参考資料] 

 

 

運輸事業者の安全管理体制の確保に向けた 

大臣官房運輸安全監理官室におけるこれまでの取組とその効果 

 

 

 

＜これまでの取組＞ 

 

１．運輸安全マネジメント評価の実施 

２．運輸事業の安全に関するシンポジウムの開催 

３．運輸安全マネジメントセミナーの開催        

４．運輸安全マネジメント制度に係る各種ガイドラインの作成   

５．運輸安全マネジメント制度の解説ビデオの作成    

６．メルマガ「運輸安全」の配信            

７．運輸安全取組事例の整理・公表           

 

 

＜これまでの効果＞ 

 

１．運輸事業者の運輸安全取組の実施率の向上 

２．大手事業者と中小事業者の運輸安全取組の実施率 

３．運輸事業者の安全意識の向上            
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＜これまでの取組＞ 

 

１．運輸安全マネジメント評価の実施 

 

（１）運輸安全マネジメント評価の対象事業者 

運輸安全マネジメント評価の対象事業者は、安全管理規程の作成等が義務付けられ

ている全ての運輸事業者であり、そのうち本省では社会的影響の大きな大手事業者を、

地方運輸局では中小事業者を主に対象としている。 

 

 

 

（２）運輸安全マネジメント評価の実施回数 

本省は、大手事業者に対して、その社会的影響の大きさに鑑み１事業者につき毎年

１回を目途に評価を実施してきており、平成２３年３月時点で１事業者につき合計３

～５回の評価を実施したところである。他方、地方運輸局は、中小事業者に対して、

ようやく約半数の事業者に１回目の評価を行ったところであり、未だ全ての事業者に

１回目の評価を実施できていない。

鉄道 自動車 海運 航空 計

本省 ３２ ４３ ３５ ６７ １７７

地
方
局

北海道 ９３ １１ １６９ ― ２７３

東北 １２９ １７ ２４６ ― ３９２

北陸信越 １６３ １３ ２０４ ― ３８０

関東 ８９ １１２ ６７８ ― ８７９

中部 ７３ ４５ ２９１ ― ４０９

近畿 ６８ ４１ ２５１ ― ３６０

神戸 ― ― １９０ ― １９０

中国 ４８ ２１ ３５６ ― ４２５

四国 １７ ８ ３６６ ― ３９１

九州 ３７ ３１ １，３１６ ― １，３８４

沖縄 １ ３ ２４６ ― ２５０

小計 ７１８ ３０２ ４，３１３ ― ５，３３３

合計 ７５０ ３４５ ４，３４８ ６７ ５，５１０

○評価対象事業者数（平成２３年４月１日時点 ５，５１０社）
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２．運輸事業の安全に関するシンポジウムの開催 

輸送の安全性の向上に関する議論を深めるため、平成１８年より毎年度、「運輸事

業の安全に関するシンポジウム」を開催している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道 自動車 海運 航空 計

本省 １９２ １６８ １１９ ７８ ５５７

地
方
局

北海道 ６６ １７ １０３ ― １８６

東北 ６３ ３４ ８７ ― １８４

北陸信越 １０９ １３ ７８ ― ２００

関東 ７８ １０２ ４５４ ― ６３４

中部 ５９ ５６ １９３ ― ３０８

近畿 ５５ ５１ １７３ ― ２７９

神戸 ― ― １１６ ― １１６

中国 ４８ ２３ ２２１ ― ２９２

四国 ２１ １２ ２２３ ― ２５６

九州 ３２ ３１ ６５２ ― ７１５

沖縄 １ ４ １１６ ― １２１

小計 ５３２ ３４３ ２，４１６ ― ３，２９１

合計 ７２４ ５１１ ２，５３５ ７８ ３，８４８

○評価実施回数（平成１８年１０月～平成２３年３月末 計３，８４８回実施）

日時 テーマ 基調講演等 パネルディスカッション登壇者
来場
者数

会場

第
１
回

平成18年9月5日
運輸安全マネジメント制
度の周知

○高　巌（麗澤大学教授）
「公共交通等の安全確保に向けて
～「信認」とコンプライアンス～」

○芳賀　繁（立教大学教授）
「公共交通等の安全確保に向けて
～ヒューマンエラー防止の観点から～」

嶌　信彦（ジャーナリスト）
高　巌（麗澤大学教授）
芳賀　繁（立教大学教授）
全日本空輸㈱
佐川急便㈱
東日本旅客鉄道㈱
運輸安全政策審議官

約800
人

第一生命ホール
（東京都中央区）

第
２
回

平成20年3月5日
運輸安全マネジメント制
度の周知

○小松原　明哲（早稲田大学教授）
「ヒューマンエラーへの手当て」

○中條　武志（中央大学教授）
「交通機関におけるヒューマンエラーの
防止と運輸安全マネジメントの役割」

池上　彰（ジャーナリスト）
小松原　明哲（早稲田大学教授）
中條　武志（中央大学教授）
小田急電鉄㈱
関西汽船㈱
日本梱包運輸倉庫㈱
運輸安全監理官

約
1,400
人

メルパルクホール
（東京都港区）

第
３
回

平成20年12月1日
運輸安全マネジメント制
度の周知

○高野　研一（慶應義塾大学教授）
「事故防止に向けた安全文化
～組織としての対応戦略～」

池上　彰（ジャーナリスト）
高野　研一（慶應義塾大学教授）
東京急行電鉄㈱
神奈川中央交通㈱
ＪＲ九州高速船㈱
日本航空ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ㈱
運輸安全政策審議官

約
1,200
人

メルパルクホール
（東京都港区）

第
４
回

平成21年11月26日
現場の力:現場のレベル
アップが高める運輸の安
全

○濱口　哲也（東京大学特任教授）
「リスクマネジメントのための失敗学
～再発防止と未然防止～」

池上　彰（ジャーナリスト）
濱口　哲也（東京大学特任教授）
東日本旅客鉄道㈱
ヤマト運輸㈱
運輸安全政策審議官

約
1,200
人

ゆうぽうとホール
（東京都品川区）

第
５
回

平成22年12月1日
現場と経営管理部門のコ
ミュニケーション

○岡田　有策（慶應義塾大学教授）
「組織における安全管理活動に対する管
理者と従業員の意識・理解のずれ」

酒井　ゆきえ（フリーアナウンサー）
岡田　有策（慶應義塾大学教授）
全日本空輸㈱
神戸電鉄㈱
運輸安全政策審議官

約
1,100
人

ティアラこうとう
（東京都江東区）

第
６
回

平成23年11月28日 ほめる文化としかる文化

○太田　肇（同志社大学）
「認めることで"やる気"を引きだす」

○特別講演　村山　洋一（日本貨物鉄道
株式会社専務取締役ロジスティクス本部
長）
「東日本大震災時の対応について」

木場　弘子（キャスター・千葉大学教
育学部特命教授）
太田　肇（同志社大学）
日本交通㈱
オーシャントランス㈱
危機管理・運輸安全政策審議官

約
1,300
人

ゆうぽうとホール
（東京都品川区）
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３．運輸安全マネジメントセミナーの開催 

運輸安全マネジメント評価を受けた運輸

事業者から要望の多かった運輸安全マネジ

メント制度の理解を深めるためのセミナー

について、平成20 年8 月から、安全管理体

制に係る実務の担当者等を対象に開催して

いる。このセミナーは、「運輸事業者にお

ける安全管理の進め方に係るガイドライ

ン」、「内部監査」、「リスク管理」の３テーマについて、少人数制により国土交通

本省で毎月開催している。平成23年9月現在で115回開催し、延べ1,130人が受講した

ところ。 

また、平成21年からは、地方運輸局においてもこれらのセミナーを不定期に開催し

ている。平成23年9月現在で15回開催し、延べ3,743人の方が受講したところ。 

 

 

４．運輸安全マネジメント制度に係る各種ガイドラインの作成 

各事業法の規定に基づき事業者が作成する安全

管理規程に記載する項目とその考え方を示す冊子

や、多くの運輸事業者が苦慮しているリスク管理、

内部監査及びマネジメントレビューの手法につい

て解説した冊子を作成し、ホームページに公表し

ています。 

 

  

○運輸事業者における安全管理の進め方に関するガイドライン 

○鋼索鉄道・索道事業者等における安全管理の進め方 

○小規模海運事業者における安全管理の進め方 

○安全管理体制に係る「内部監査」の理解を深めるために 

○安全管理体制に係る「マネジメントレビューと継続的改善」の理解を深めるために 

○事故、ヒヤリ・ハット情報の収集・活用の進め方（自動車モード編及び海運モード編）  
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５．運輸安全マネジメント制度の解説ビデオの作成 

運輸安全マネジメント制度の周知・啓発を図

るため、平成 23 年 5 月に同制度について解説した

下記の２本のビデオをホームページにて公開した。

平成23年10月現在、ＹｏｕＴｕｂｅに掲載した映像

の視聴回数の合計は、6355回となっている。 

 

 

○運輸安全マネジメント制度の概要と評価の実際（20 分） 

○運輸安全マネジメント制度の内部監査の概要と実例（28 分） 

 

 

６．メルマガ「運輸安全」の配信 

事業者の自主的な安全管理体制の構築・改善への取組を促すため、平成20 年1 月

から、運輸安全に関する最新情報、事業者の運輸安全取組事例等を収集・整理し、2 ヶ

月に1 回メルマガとして情報を配信しています。 

 

＜メルマガ「運輸安全」の内容＞ 

○ 運輸安全に関する最近の動き 

⇒国土交通省の安全に関する施策の紹介 

○運輸安全マネジメント評価の現場から 

 ⇒運輸安全マネジメント評価を行っている運輸

安全調査官の日々の思いや運輸安全マネジメン

ト評価のポイント等をご紹介いたします。 

○ 現場だより 

⇒事業者や地方運輸局の安全への取組について、

実際に取り組んでいる事業者及び地方運輸局自

らの執筆 

○ 運輸安全取組事例の紹介 

○その他 
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７．運輸安全取組事例の整理・公表 

運輸安全マネジメント評価等を通じて知り得た運輸安全情報の中で、事業者におけ

る安全性が向上した事例、取組に苦労された事例等を国土交通省ホームページで公表

している。また、更なる運輸安全取組事例の情報発信の充実を図るため、当該取組事

例に関する運用を拡大し、平成 22 年 6 月から運輸事業者からの取組事例の投稿を常

時受付けることとし、平成 23 年 10 月現在で 85 事例を掲載している。 
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＜これまでの効果＞ 

 

１．運輸事業者の運輸安全取組の実施率の向上 

運輸安全監理官室による運輸安全マネジメント評価の対象となっている約 130 事

業者（以下「大手事業者」という。）について、平成 18 年 10 月の運輸安全マネジメ

ント制度導入以降、この 5年間で実施した評価を通じて、以下のような傾向が見られ

る。 

 

① 安全方針 

安全に係る方針は、ほとんどの事業者において制度導入以前から作成されてい

るが、制度導入以降では、社員の安全方針に関する理解度の把握・評価、定期的

な内容の見直し等安全方針の実効性を高めるための取組が行われてきている。 

 

 

② 安全重点施策 

安全重点施策（目標・取組計画）は、ほとんどの事業者において制度導入以前

から作成されているが、制度導入以降では、施策の進捗・達成状況の把握・評価、

定期的な施策の見直し等安全重点施策の実効性を高めるための取組が行われてき

ている。 

 

 

③ 情報伝達・コミュニケーション 

制度導入後、組織内の横断的・縦断的な輸送の安全に係る情報伝達・コミュニ

ケーションの充実に向けた取組が行われてきている。 

0

20

40

60

80

100

方針策定 理解度把握・評価 方針見直し

%
１回目評価

２回目評価

３回目評価

４回目評価

５回目評価

0

20

40
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80

100

施策策定 進捗・達成状況の把握・評価 施策の見直し

%
１回目評価

２回目評価

３回目評価

４回目評価

５回目評価
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④ 事故、ヒヤリ・ハット情報の収集・活用 

事故情報の収集・分析は、制度導入以前から行われているが、制度導入以降で

は、それを再発防止に活用する取組が進んできている。また、ヒヤリ・ハット情

報を収集し、それを未然防止に活用する取組、他社事例を自社の安全対策に活用

する取組等も進んできている。 

 

 

⑤ 教育・訓練 

制度導入後、制度のコンセプトの理解を深めるための教育・訓練が実施されて

きており、技能教育の効果把握や見直しの取組が進んできている。また、過去発

生した事故体験共有の取組も進んできている。 

 

 

⑥ 内部監査 

安全管理体制に係る内部監査は、制度導入当初、ほとんどの事業者で実施され

ていなかったが、現在はほとんどの事業者で実施されており、また、監査要員に

対する教育等の取組も実施されている。 
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⑦ マネジメントレビュー・継続的改善 

マネジメントレビュー・継続的改善については、制度導入当初、ほとんどの事

業者で実施されていなかったが、現在はほとんどの事業者で実施されている。 

 

 

 

２．大手事業者と中小事業者の運輸安全取組の実施率 

大手事業者と中小事業者の運輸安全取組の実施率を比較してみると、中小事業者は

全般的に取組の実施率が低くなっている。 

 

※大手事業者は５回目の評価実績、中小事業者は 1回目の評価実績を集計している。 
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３．運輸事業者の安全意識の向上 

 運輸安全マネジメント評価を実施した運輸事業者（平成21年6月時点、個人事業者

を除く）986社に対し、平成21年度にアンケート調査を実施した結果を以下に示す。 

 

（１）安全に関する意識の変化 

「運輸安全マネジメント評価の開始以降、会社として意思決定や業務運営を行

う際、導入前と比べ、より安全を意識するようになりましたか」との質問に対して、

93.4%が安全を意識するようになったと回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）運輸安全マネジメント評価の有効性 

「運輸安全マネジメント評価は、貴社の輸送の安全確保のために有効だと思いま

すか」との質問に対して、93.1%が「運輸安全マネジメント評価は有効である」と回

答した。 

 

 

 

回答結果（項目毎の回答数を総回答事業者数で除した割合） 

回答結果（項目毎の回答数を総回答事業者数で除した割合） 

N=658 

N=658 


